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時間 /10 時 30 分～17 時 30 分
会場 / 東京外国語大学（本部管理棟中会議室）
※一般公開（参加無料）、事前申込不要、使用言語：日本語
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―多角的アプローチの現状と展望―

アジア共同体と日ロ関係の新展開

2014 年        月   　　日（金）2 21

10時30分～ 10 時 45 分
10 時 45 分～ 13 時 00 分

14 時 00 分～ 16 時 30 分

16 時 30 分～ 17 時 30 分
18 時 00 分～ 20 時 00 分

開会のあいさつ（東京外国語大学長　立石博高）
＜第 1セッション＞　「日ロ関係の現状と展望」　
ドミートリ・ストレリツォフ（モスクワ国際関係大学アジア・アフリカ学科長）
セルゲイ・チュグロフ（モスクワ国際関係大学教授）
河東哲夫（元ウズベキスタン大使）
名越健郎（拓殖大学教授）
＜第 2セッション＞　「アジア共同体の中の日本とロシア」　
アンドレイ・バイコフ（モスクワ国際関係大学准教授）
アンナ・キレーエワ（モスクワ国際関係大学講師）
渡邊啓貴（東京外国語大学教授・国際関係研究所長）
鈴木義一（東京外国語大学教授）
杉本侃（環日本海経済研究所（ERINA）副所長）
＜総括セッション＞　
＜情報交換会＞　


